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ユ
ネ
ス
コ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
ー
ズ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）と
は

ユ
ネ
ス
コ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク（
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）は
、
2
0
0
4

年
10
月
に
創
設
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
の
事
業
で
す
。
創
造
性

（creativity

）を
核
と
し
た
都
市
間
の
国
際
的
な
連
携
に

よ
っ
て
、
地
域
の
創
造
産
業
の
発
展
を
図
り
、
都
市
の
持

続
可
能
な
開
発
を
目
指
す
も
の
で
す
。
加
盟
各
都
市
は
同

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
知
識
・
経
験
の
交
流
、
人

材
育
成
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
協
力
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
に
は
、
文
学
、
映
画
、
音
楽
、
ク
ラ
フ
ト
&

フ
ォ
ー
ク
ア
ー
ト
、
デ
ザ
イ
ン
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
、
食
文

化
の
7
分
野
が
あ
り
、
各
都
市
は
い
ず
れ
か
の
分
野
を
選

ん
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
ー
ズ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
巡
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯

産
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
地
方
都
市
の
活
性
化
が
課

題
と
な
る
中
、
欧
州
な
ど
で
は
、
文
化
芸
術
の
持
つ
創
造

性
を
生
か
し
た
産
業
振
興
や
地
域
活
性
化
の
取
組
が
、
行

政
、
芸
術
家
や
文
化
団
体
、
企
業
、
大
学
、
住
民
な
ど
の

連
携
の
も
と
に
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
取
組

は「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
」と
し
て
国
内
外
で
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
中
小
の
文
化
産
業
を
積
極

的
に
振
興
し
た
結
果
、
地
域
経
済
の
成
長
や
文
化
多
様
性

へ
の
市
民
の
理
解
の
進
展
が
見
ら
れ
、
文
化
作
業
に
更
な

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
好
循
環
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
」は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
文

化
多
様
性
の
目
標
を
促
進
す
る
も
の
と
し
て
、
2
0
0
4

年
秋
に
開
催
さ
れ
た
第
1
7
0
回
執
行
委
員
会
に
よ
る
決

定
に
よ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
の
事
業
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
を
皮
切
り
に
広
が
っ
た
、
ユ
ネ

ス
コ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
成

都
市
は
、
現
在
、
83
か
国
、
2
4
6
都
市
を
数
え
、
世
界

的
な
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
ー
ズ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
目
的

こ
の
事
業
の
下
で
、
ユ
ネ
ス
コ
は
、
経
済
的
、
社
会
的
、

文
化
的
、
そ
し
て
環
境
的
な
観
点
か
ら
、
創
造
性
を
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
戦
略
的
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
た

都
市
と
の
協
力
を
強
化
し
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
都
市
間
の

協
力
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
は
こ
の
事
業
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の

中
で
、
以
下
の
よ
う
な
使
命
・
目
的
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

文部科学省国際統括官付

2019年10月30日（フランス現地時間／日本時間で10月31日未明）、北海道旭川市が
「ユネスコ・クリエイティブシティーズネットワーク（ユネスコ創造都市ネットワーク）」にデザイ
ン分野において加盟を認定されたとの発表がユネスコからありました。本号においては、本事
業の概要、旭川市を含めた国内加盟各都市の取組等について紹介します。

ユネスコ・クリエイティブシティーズネットワーク
（ユネスコ創造都市ネットワーク）

～「創造性」を核とした国際的都市間ネットワーク～

特 集

ユネスコ・クリエイティブシティーズネットワーク
ⓒUNESCO

https://en.unesco.org/creative-cities/
creative-cities-map

https://en.unesco.org/creative-cities/creative-cities-map
https://en.unesco.org/creative-cities/creative-cities-map
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国
で
は
、
神
戸
市
、
名
古
屋
市
、
金
沢
市
、
札
幌
市
、
鶴

岡
市
、
浜
松
市
、
丹
波
篠
山
市
、
山
形
市
を
含
む
、
計
9

都
市
が
加
盟
都
市
と
な
り
ま
し
た
。
国
内
加
盟
都
市
の
分

野
と
加
盟
年
は
左
の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
加
盟
し
た
各
都
市
は
ユ
ネ
ス
コ
の
定
め
た
目

的
・
使
命
に
従
い
特
色
あ
る
活
動
を
行
う
ほ
か
、
国
内
外

に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
発
展
に
も
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

2
0
1
8
年
10
月
に
は
名
古
屋
市
で「
第
1
回
ユ
ネ
ス

コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
国
内
都
市
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」が

開
催
さ
れ
、
国
内
の
加
盟
都
市
が
初
め
て
一
堂
に
会
し
て
、

加
盟
都
市
間
の
成
果
や
課
題
の
共
有
、
新
た
な
連
携
の
検

討
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
1
9
年
10
月
に
金
沢

市
は
ク
ラ
フ
ト
&
フ
ォ
ー
ク
ア
ー
ト
分
野
の
ユ
ネ
ス
コ
創
造

都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
野
別
会
議
を
開
催
し
、
同
分
野
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
し
て
い
る
7
か
国
9
都
市
が
金
沢
に

集
ま
り
ま
し
た
。
会
議
で
は
各
都
市
が
抱
え
る
課
題
等
に

つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
、
こ
の
分
野
の
都
市
間
に
お
け
る
新

た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
案
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
有
意
義
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

国
内
加
盟
都
市
の
活
動

今
年
加
盟
が
認
め
ら
れ
た
北
海
道
旭
川
市
を
始
め
、
ユ

ネ
ス
コ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加

盟
す
る
国
内
各
都
市
の
活
動
を
、
分
野
ご
と
に
紹
介
し
ま

す
。デ

ザ
イ
ン

（
1
）北
海
道
旭
川
市（
2
0
1
9
年
加
盟
）

旭
川
市
は
、
1
9
7
6
年
の
旭
川
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
発
端
に
、
1
9
8
7
と
1
9
8
8
年
に
は
、
海
外
か

ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
招
へ
い
し
国
際
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
旭

川
を
開
催
す
る
な
ど
、
先
進
的
な
海
外
の
デ
ザ
イ
ン
思
想

を
地
域
に
取
り
入
れ
る
た
め
の
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

●�「U
N
ESC

O
�C
reative�C

ities�N
etw

ork�
-M
ission�Statem

ent

」（
ユ
ネ
ス
コ
作
成
）（
抄
）

使�
命

①�
経
済
、
社
会
、
文
化
、
環
境
の
観
点
か
ら
、
創
造
性
を
都

市
の
持
続
可
能
な
開
発
の
戦
略
的
要
素
と
位
置
付
け
る
都

市
間
の
連
携
・
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
。

②�

本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
に
よ
り
、
加
盟
都
市
が
以
下
の
点

に
つ
い
て
取
組
を
進
め
る
こ
と
。

・
優
良
事
例
の
共
有

・�

創
造
性
と
文
化
関
連
産
業
の
成
長
を
促
す
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
発
展

・
人
々
の
文
化
的
生
活
の
向
上

・
都
市
開
発
計
画
に
お
け
る
文
化
の
統
合

目�

的
①�

創
造
性
を
都
市
の
持
続
可
能
な
開
発
の
戦
略
的
要
素
と
位

置
付
け
る
都
市
間
の
国
際
連
携
・
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
。

②�

公
的
セ
ク
タ
ー
、
民
間
セ
ク
タ
ー
、
市
民
社
会
を
巻
き
込

ん
だ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
創
造
性
を
核
と
し
た

都
市
の
発
展
を
図
る
加
盟
都
市
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
。

③�

文
化
的
な
活
動
・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
作
、
生
産
、
普

及
を
強
化
す
る
こ
と
。

④�

創
造
と
革
新
の
ハ
ブ
機
能
を
発
展
さ
せ
、
文
化
分
野
の
ク

リ
エ
イ
タ
ー
や
専
門
家
の
た
め
の
機
会
を
拡
大
す
る
こ
と
。

⑤�

特
に
弱
い
立
場
に
あ
る
集
団
や
個
人
が
、
文
化
的
な
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
し
、
文
化
的
活
動
に
参
加
で
き
る
よ

う
改
善
を
図
る
こ
と
。

⑥�

文
化
と
創
造
性
を
、
地
域
の
開
発
戦
略
・
計
画
に
完
全
に

統
合
す
る
こ
と
。

我
が
国
の
ユ
ネ
ス
コ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

シ
テ
ィ
ー
ズ

冒
頭
に
紹
介
し
た
旭
川
市
の
加
盟
認
定
に
よ
り
、
我
が

ユネスコ・クリエイティブシティーズネットワークの
国内加盟都市

都市名 分　　野 加盟年

神戸市 デザイン 2008

名古屋市 デザイン 2008

金沢市 クラフト＆フォークアート 2009

札幌市 メディアアート 2013

鶴岡市 食文化 2014

浜松市 音楽 2014

丹波篠
ささやま

山市 クラフト＆フォークアート 2015

山形市 映画 2017

旭川市 デザイン 2019

国内都市ミーティング後のトークイベント（名古屋城本丸御殿）

分野別会議の様子（金沢市）
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1
9
9
0
年
か
ら
は
3
年
に
1
度
、
国
際
家
具
デ
ザ
イ
ン

フ
ェ
ア
旭
川（
I
F
D
A
）を
継
続
開
催
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
の
国
際
交
流
や
新
し
い
家
具
デ
ザ
イ
ン
の
発
掘
を
通
し

て
、
技
術
力
、
デ
ザ
イ
ン
力
に
磨
き
を
か
け
る
と
と
も
に
、

2
0
1
5
年
か
ら
は
、
市
民
に
デ
ザ
イ
ン
を
啓
発
す
る
取

組
と
し
て
旭
川
デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
2
0
1
7
年
6
月
に
は
、
当
市
の
こ
れ
ま
で
の
デ
ザ

イ
ン
に
対
す
る
取
組
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
国
際
イ
ン
テ
リ

ア
ア
ー
キ
テ
ク
ト
／
デ
ザ
イ
ナ
ー
団
体
連
合（
I
F
I
）と

「
I
F
I�

イ
ン
テ
リ
ア
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
の
視
点
で
旭
川
の
資
源
や
魅
力
を
見
つ
め
な

お
し
、
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
暮
ら
し
を
目
指
す
と
と
も
に
、

想
像
力
豊
か
な
人
材
育
成
や
地
場
産
業
の
新
た
な
活
力
の

創
出
に
繋
が
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
デ
ザ
イ
ン
創
造
都
市
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
を
継
続
開
催
す
る
と
と
も
に
、
人
材
の
育
成
を
図
り
、

旭
川
の
多
彩
な
食
、
文
化
や
自
然
な
ど
豊
富
な
資
源
を
横

断
的
に
結
び
つ
け
総
合
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
加
盟
都
市
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
世
界
に
向
け
て
情
報

発
信
し
、
地
域
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、
国
連
の
掲
げ
る

持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）に
も
寄
与
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

�

（
北
海
道
旭
川
市
経
済
部
産
業
振
興
課
）

（
2
）愛
知
県
名
古
屋
市（
2
0
0
8
年
加
盟
）

名
古
屋
市
は
、
1
9
8
9
年
の「
デ
ザ
イ
ン
都
市
宣
言
」

以
降
、
地
元
の
産
業
界
、
デ
ザ
イ
ン
団
体
、
教
育
機
関
と

の
協
働
に
よ
り
、
世
界
3
大
デ
ザ
イ
ン
会
議
・
世
界
デ
ザ

イ
ン
博
覧
会
の
開
催
や
国
際
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
立
、

市
民
・
企
業
の
デ
ザ
イ
ン
意
識
の
普
及
啓
発
、
若
手
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
育
成
な
ど
、
デ
ザ
イ
ン
を
核
と
し
た
市
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
は
30
年
間
の
活
動

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
築
城
か
ら
4
0
0
年
に
わ
た
っ
て

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
の
D
N
A
を
現
代
に
生

か
し
、
未
来
に
つ
な
ぐ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
カ
フ
ェ
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

�
（
愛
知
県
名
古
屋
市
観
光
文
化
交
流
局
文
化
振
興
室
）

（
3
）兵
庫
県
神
戸
市（
2
0
0
8
年
加
盟
）

神
戸
市
で
は
、「
住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち
、
訪
れ
た
く

な
る
ま
ち
、
そ
し
て
、
継
続
的
に
発
展
す
る
ま
ち
」を
目
指

し
て
、
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
創
造
す

る「
デ
ザ
イ
ン
都
市
・
神
戸
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

市
民
向
け
の
デ
ザ
イ
ン
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
生
糸
検

査
場
所
を
改
修
し
た
デ
ザ
イ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

神
戸（
K
I
I
T
O
）が
あ
り
、
様
々
な
企
画
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
11
月
に
は
、
市
民
に
最
新
の
デ
ザ
イ
ン
を
よ
り

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
2
0
1
9
年
度
の
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
賞
受
賞
作
品
を
集
め
た「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
神
戸
展
」

を
K
I
I
T
O
で
開
催
し
ま
し
た
。

地
元
の
企
業
向
け
に
は
、
地
元
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
と
も

に
経
営
や
商
品
開
発
に
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
取
り
入
れ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
神
戸
市
で
は
全
国
で
も
珍
し
く
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
お
り
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
職
員
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。
職
員
に
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
神
戸
市
の
課
題
を
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
解
決
し
て
い
く

国際家具デザインフェア旭川2017 ⓒ旭川家具工業協同組合

2019年クリエイティブ・カフェ Vol.9

KIITOの外観　photoⓒShunsuke Ito

ASAHIKAWA DESIGN WEEK 2018 ⓒ旭川家具工業協同組合

2019年大学交流WS（モントリオール大学・愛知県立芸術大学）

グッドデザイン神戸展の様子　photoⓒJunpei Iwamoto
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取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

�

（
兵
庫
県
神
戸
市
企
画
調
整
局
産
学
連
携
課
ラ
ボ
）

ク
ラ
フ
ト
&
フ
ォ
ー
ク
ア
ー
ト

（
1
）石
川
県
金
沢
市（
2
0
0
9
年
加
盟
）

金
沢
市
は
ク
ラ
フ
ト
分
野
で
認
定
さ
れ
た
創
造
都
市
と

し
て
、
①
文
化
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
、
②
人
材
の
育
成
、
③
世

界
へ
の
発
信
と
い
う
三
つ
の
将
来
像
を
掲
げ
、
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
5
年
に
は
国
内
で
初
め
て
、
ユ
ネ

ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
開
催
し
、
今
後
の
創

造
都
市
交
流
の
在
り
方
と
し
て
市
長
が
提
言
し
た「
東
ア
ジ

ア（
エ
リ
ア
内
）で
の
交
流
強
化
」と「
異
分
野
と
の
連
携
」

と
い
う
二
つ
の
方
向
性
に
基
づ
き
様
々
な
交
流
が
始
ま
り

ま
し
た
。
2
0
1
9
年
11
月
に
は
市
制
1
3
0
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
金
沢
卯

辰
山
工
芸
工
房
で
の
ア
ー
チ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の

第
1
号
と
し
て
、
2
0
1
5
年
の
会
議
を
契
機
に
交
流
が

始
ま
っ
た
中
国
・
景
徳
鎮
市（
ク
ラ
フ
ト
分
野
）か
ら
陶
芸

作
家
を
招
き
、
金
沢
の
工
芸
や
文
化
に
触
れ
な
が
ら
作
品

の
滞
在
制
作
を
実
施
し
ま
し
た
。

�

（
石
川
県
金
沢
市
都
市
政
策
局
企
画
調
整
課
）

（
2
）兵
庫
県
丹
波
篠
山
市（
2
0
1
5
年
加
盟
）

丹
波
篠
山
市
は
丹
波
焼
や
デ
カ
ン
シ
ョ
節
な
ど
の
地
域

固
有
の
文
化
的
特
徴
を
有
し
、
小
規
模
都
市
な
ら
で
は
の

特
徴
を
生
か
し
た「
創
造
都
市
モ
デ
ル
」を
他
国
に
提
示

し
、
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
都
市
や
途

上
国
の
小
都
市
と
共
有
し
、
学
び
合
う
国
際
的
連
携
事
業

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
に
は
、
日
本
遺
産
創

造
都
市
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
市
民
が
自
ら
、
丹
波
篠
山
の
創
造
的
な
文
化
を
保

存
、
活
用
、
体
験
し
、
継
承
す
る
た
め
の
も
の
で
、
多
数

の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
国
の
蘇
州
や
韓
国
晋
州
で
開
催
さ
れ
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
参
加
し
た
ほ
か
、
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
か
ら
の

訪
問
な
ど
、
世
界
各
国
に
点
在
す
る
創
造
都
市
と
の
交
流

も
深
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
創
造
農
村
丹
波
篠
山
は
、

ロ
ー
カ
ル
の
魅
力
を
高
め
つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
交
流
と
発

信
を
進
め
て
、
世
界
に
向
け
て
持
続
可
能
な
農
村
の
在
り

方
を
呈
し
て
い
ま
す
。

�

（
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
農
都
創
造
部
商
工
観
光
課
）

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
分
野

（
1
）北
海
道
札
幌
市（
2
0
1
3
年
加
盟
）

札
幌
市
は
2
0
0
6
年
3
月
の
創
造
都
市
さ
っ
ぽ
ろ

宣
言
以
降
、
創
造
性
を
中
核
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

2
0
1
3
年
11
月
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
を
用
い
た
新

し
い
文
化
・
創
造
産
業
の
発
展
を
目
指
す
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト

都
市
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
国
際
連
携
と
と
も
に
、
メ

デ
ィ
ア
ア
ー
ト
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
魅
力
向
上
に
取
り

組
み
、
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
は
、
観
光
の
目
玉
と
な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
12

月
に
は
、
3
回
目
と
な
る「
札
幌
国
際
芸
術
祭
2
0
2
0
」

が
開
幕
。
冬
の
札
幌
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
よ
う
な
芸
術

祭
を
開
催
し
ま
す
。

�

（
北
海
道
札
幌
市
市
民
文
化
局
文
化
部
文
化
振
興
課
）

上絵付作業の様子（金沢市）

ユネスコ創造都市ネットワーク総会に市長登壇
（イタリア　ファブリアーノ）

第68回さっぽろ雪まつり×札幌国際芸術祭2017
「トット商店街」（撮影：秋田 英貴）

市長への成果報告―完成作品が寄贈されました（金沢市）

創造農村推進事業（伝統文化の継承）

さっぽろ天神山アートスタジオ招へいプログラム
参加アーチストとの交流会



ユネスコ・クリエイティブシティーズネットワーク
（ユネスコ創造都市ネットワーク）～「創造性」を核とした国際的都市間ネットワーク～

5文部科学広報　No.241　2019年 12月号

食
文
化

（
1
）山
形
県
鶴
岡
市（
2
0
1
4
年
加
盟
）

鶴
岡
市
は
出
羽
三
山
・
朝
日
山
地
か
ら
庄
内
平
野
、
日

本
海
へ
と
至
る
変
化
に
富
ん
だ
地
形
の
中
で
、
海
の
幸
・

山
の
幸
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
食
文
化
を
有
し
、
先
人
た
ち

の
知
恵
と
情
熱
に
よ
っ
て
独
自
の
食
文
化
を
今
に
伝
え
て

い
ま
す
。
そ
の
基
盤
を
生
か
し
な
が
ら
、
食
関
連
産
業
の

振
興
や
交
流
人
口
の
拡
大
、
食
文
化
の
保
存
継
承
を
進
め

る
こ
と
等
を
目
的
と
し
た「
鶴
岡
市
食
文
化
創
造
都
市
推

進
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、
食
文
化
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
に
は
、
鶴
岡
市
を
中
心
に

6
都
市
の
共
同
発
起
で「
豊
か
な
食
の
郷
土
づ
く
り
研
究

会
」を
立
ち
上
げ
、
全
国
89
の
会
員
自
治
体
等
に
よ
る
食

文
化
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
向
け
た
連
携
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
創
造
都
市
間
の
交
流
で
は
、
中
国
・
成
都

や
タ
イ
・
プ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
の
招
へ
い
で
、
市
内
料
理
人
が

ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ョ
ー
に
参
加
し
、
海
外
料
理
人
と
の
交
流
・

相
互
学
習
を
通
し
て
創
造
性
・
発
想
力
の
向
上
と
技
術
の

研け
ん

鑽さ
ん

・
習
得
を
図
っ
て
い
ま
す
。
料
理
人
は
、
魅
力
あ
る

料
理
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
農
林
水
産
業
な
ど
の
生
産
者

と
消
費
者
を
繋
ぎ
、
地
域
の
食
材
や
食
文
化
を
伝
え
る
人

材
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
外
と
の
交
流
の
ほ
か
、
各
種
講

座
の
開
催
、
2
0
2
0
年
2
月
に
開
催
の
料
理
人
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
等
を
通
し
て
料
理
人
の
育
成
を
図
り
、
地
域
の

持
続
可
能
な
産
業
振
興
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。（

山
形
県
鶴
岡
市
企
画
部
食
文
化
創
造
都
市
推
進
課
）

音
楽

（
1
）静
岡
県
浜
松
市（
2
0
1
4
年
加
盟
）

浜
松
市
に
は
浜
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
や
世
界
青
少

年
音
楽
祭
等
の
国
際
的
催
し
物
の
開
催
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
楽
器
関
連
産
業
の
集
積
、
市
民
に
よ
る
活
発
な
音
楽

活
動
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
数
百
年
を
超
え
て
地

域
に
脈
々
と
伝
わ
る
伝
統
文
化
、
伝
統
芸
能
も
見
逃
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
実
績
を
基
に
2
0
0
7
年

に「
市
民
協
働
で
築
く『
市
民
協
働
で
築
く
未
来
へ
か
が
や

く
創
造
都
市
・
浜
松
』」を
市
の
将
来
像
に
位
置
付
け
ま
し

た
。
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
後
は
、
従
来

か
ら
力
を
入
れ
て
き
た
文
化
振
興
事
業
に
加
え
、
音
を
活

用
し
た
地
域
の
課
題
解
決
や
新
た
な
産
業
の
振
興
を
目
指

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、、
2
0
1
9
年
に
は
音
・

音
楽
の
新
た
な
楽
し
み
方
を
体
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト「
サ
ウ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
in
浜
松
2
0
1
9
」を
開
催

し
ま
し
た
。

�

（
静
岡
県
浜
松
市
市
民
部
創
造
都
市
・
文
化
振
興
課
）

映
画

（
1
）山
形
県
山
形
市（
2
0
1
7
年
加
盟
）

山
形
市
は
、
30
年
の
歴
史
を
持
ち
国
際
的
に
も
評
価
の

高
い「
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
」を
は
じ
め
、

教
育
機
関
や
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
動
、
人
口
当
た

り
の
映
画
ス
ク
リ
ー
ン
数
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
な
ど
、
映

像
環
境
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
は
、
映
画
都

郷土料理を伝承する市民向け講座

第10回浜松国際ピアノコンクール（2018年）
ⓒ浜松国際ピアノコンクール

やまがたアーチスト・イン・レジデンス（映画撮影）

中国・成都で鶴岡の料理を披露

サウンドデザインファクトリー in浜松2019

山形国際ドキュメンタリー映画祭2019表彰式
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市
の
釜
山
市
と
連
携
し
た
ア
ー
チ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン

ス
事
業
、
日
本
映
画
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
監
督
や
俳

優
を
招
聘
し
た「
や
ま
が
た
創
造
都
市
国
際
会
議
」な
ど
を

は
じ
め
と
し
た
事
業
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
根
底
に
あ
る

の
は
、
映
画
を
基
軸
に
置
き
な
が
ら
、
地
域
の
多
彩
な
文

化
や
地
域
資
産
と
有
機
的
に
結
び
付
け
た
ま
ち
づ
く
り
で

す
。

�

（
山
形
県
山
形
市
企
画
調
整
部
文
化
振
興
課
）

最
近
の
動
向
と
関
連
す
る
取
組

「
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て（
建
議
）」と

ユ
ネ
ス
コ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

今
年
10
月
18
日
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
で
は「
ユ

ネ
ス
コ
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て
」と
題
し
た
建
議
を
ま
と

め
ま
し
た
。
こ
の
建
議
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
技
術
革
新
が

急
速
に
進
展
す
る
国
際
社
会
に
お
い
て
、
S
D
G
s
に
向

け
た
取
組
が
進
む
中
、
課
題
解
決
先
進
国
と
し
て
の
我
が

国
が
、
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
お
い
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
日
本
ユ

ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
の
発
意
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
及
び

外
務
大
臣
へ
提
出
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
建
議
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
各
種
登
録
事
業
と
並
ん

で
、
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
ユ
ネ
ス
コ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
シ
テ
ィ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に

提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

●�「
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て（
建
議
）」

（
令
和
元
年
10
月
18
日
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
）（
抄
）

⒋�

ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
地
域
創
生
や

多
文
化
共
生
社
会
の
構
築

ユ
ネ
ス
コ
が
登
録
・
認
定
を
行
う
世
界
遺
産
、
無
形
文
化

遺
産
、
生
物
圏
保
存
地
域（
エ
コ
パ
ー
ク
）、
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
、
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
文

化
が
地
域
創
生
の
資
源
と
な
る
よ
う
、
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
と
い
う
観
点
か
ら
教
育
や
観
光
等
に
積
極
的
に
活
用
す

る
こ
と
を
後
押
し
し
、
好
事
例
の
展
開
を
図
る
こ
と
。

ま
た
、
同
日
取
り
ま
と
め
ら
れ
た「
2
0
2
0-

2
0
2
1

年
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
関
す
る
方
針（
答
申
）」に
お
い
て

も
、
以
下
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

●「
2
0
2
0-

2
0
2
1
年
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
関
す
る
方

針（
答
申
）」（
令
和
元
年
10
月
18
日
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委

員
会
）（
抄
）

⑷
文
化
分
野

③
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
基
盤
強
化

創
造
産
業
の
振
興
を
図
る
上
で
、
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
加
盟
し
て
い
る
都
市
間
の
交
流
や
そ
の
他
地
域

と
の
連
携
も
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
各
加
盟
都
市
に
お
か
れ

て
は
、
創
造
性
を
都
市
の
持
続
可
能
な
開
発
の
戦
略
的
要

素
と
位
置
付
け
、
特
色
あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
の
み
な
ら
ず
、
国
内
外
の
加
盟
都
市
と
の
連
携
・

協
働
の
更
な
る
促
進
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ユ
ネ
ス
コ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
ー
ズ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
申
請

ユ
ネ
ス
コ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
加
盟
す
る
に
は
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
の
推
薦

を
受
け
た
上
で
、
ユ
ネ
ス
コ
が
実
施
す
る
公
募
に
応
募
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
の
公
募
は
現
在
、
2

年
に
1
回
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
次
回
公
募
は

2
0
2
1
年
と
な
る
見
込
み
で
す
。
な
お
、
ユ
ネ
ス
コ
の
定

め
る
申
請
要
件
に
基
づ
き
、
原
則
と
し
て
単
一
の
基
礎
自

治
体
に
よ
る
応
募
が
必
要
で
す
。

日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
の

公
募
を
受
け
て
、
我
が
国
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
へ
推
薦
す
る
申

請
案
件
を
公
募
し
ま
す
。
１
か
国
あ
た
り
の
推
薦
数
及
び

加
盟
都
市
に
つ
い
て
は
ユ
ネ
ス
コ
が
上
限
を
定
め
て
お
り
、

２
０
１
９
年
度
公
募
の
際
に
は
、
１
か
国
あ
た
り
最
大
４

都
市
ま
で
推
薦
す
る
こ
と
が
で
き
、
別
分
野
で
最
大
２
都

市
ま
で
加
盟
対
象
と
な
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

参
考
ま
で
に
、
今
年
度
旭
川
市
が
採
択
さ
れ
た
際
の
公

募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

①
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
公
募
開
始

�

4
月
3
日

②
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
に
よ
る
公
募
締
切

�

5
月
8
日

③
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
に
よ
る
ユ
ネ
ス
コ
へ
の

推
薦
都
市
の
決
定�

5
月
31
日

④
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
申
請
書
類
提
出
期
限

�

6
月
30
日

⑤
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
審
査
結
果
発
表

�

10
月
30
日（
フ
ラ
ン
ス
時
間
）

日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
に
よ
る
推
薦
都
市
の
審
査
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に
お
い
て
は
、
申
請
内
容
が
ユ
ネ
ス
コ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

シ
テ
ィ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
使
命
と
目
的
を
理
解
し
た
上

で
、
そ
れ
ら
と
整
合
性
が
あ
り
、
か
つ
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

貢
献
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
さ
ら
に
、

文
化
と
創
造
性
を
核
と
し
た
我
が
国
の
都
市
全
体
の
発
展

の
観
点
か
ら
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
の
推
薦
に
ふ

さ
わ
し
い
申
請
で
あ
る
か
、
と
い
う
点
に
留
意
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
分
野（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
七
つ

の
分
野
）の
バ
ラ
ン
ス
、
地
理
的
な
バ
ラ
ン
ス
、
後
述
す
る

「
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本
」な
ど
国
内
の
他
都
市
と

の
連
携
状
況
等
が
考
慮
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
が
加

盟
審
査
に
お
い
て
重
視
す
る
、
申
請
の
動
機
、
加
盟
が
申

請
都
市
に
も
た
ら
す
効
果
、
公
的
セ
ク
タ
ー
、
民
間
セ
ク

タ
ー
、
地
域
の
関
係
者
等
多
様
な
ア
ク
タ
ー
の
参
画
等
に
つ

い
て
も
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

文
化
芸
術
創
造
都
市
・
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
」が
国
内
外
で
注
目
さ
れ

る
中
、
我
が
国
独
自
の
取
組
と
し
て
、
文
化
庁
に
お
い
て
、

文
化
芸
術
の
持
つ
創
造
性
を
産
業
振
興
、
地
域
振
興
等

に
領
域
横
断
的
に
活
用
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組

む
地
方
自
治
体
を「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」と
位
置
付
け
、

国
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
モ
デ
ル
の
構
築
を
通
じ
支
援
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
創
造
都
市
の
取
組
を
推
進
す
る（
又
は
推
進
し

よ
う
と
す
る
）地
方
自
治
体
等
、
多
様
な
主
体
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
国
内
及
び
世
界
の
創
造
都
市
間
の
連
携
・

交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
我

が
国
に
お
け
る
創
造
都
市
の
普
及
・
発
展
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
2
0
1
5
年
に「
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

日
本（
C
C
N
J
）」が
設
立
さ
れ
、
令
和
元
年
12
月
16
日

現
在
1
1
3
の
自
治
体
の
ほ
か
、
多
く
の
N
P
O
等
が
参

加
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
、
セ
ミ
ナ
ー
及
び
研
修
等
の

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市

ユ
ネ
ス
コ
の
全
世
界
的
な
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ほ
か
、

東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
も
、
各
都
市
が
そ
の
文
化
的
特

徴
を
生
か
し
て
、
文
化
芸
術
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
・

観
光
の
振
興
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
実
施
を
契

機
と
し
て
継
続
的
に
発
展
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て「
東

ア
ジ
ア
文
化
都
市
」が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日

中
韓
文
化
大
臣
会
合
に
お
け
る
日
本
の
提
案
に
基
づ
き
、

2
0
1
4
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
各
都
市
は

国
内
外
の
文
化
都
市
・
創
造
都
市
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
に
積
極
的
に
参
画
し
、
当
該
都
市
等
と
の
交
流
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
に
韓
国
仁
川
広
域
市

で
開
催
さ
れ
た
同
会
合
で
は
、
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
間
の

青
少
年
交
流
等
の
推
進
、
A
S
E
A
N
文
化
都
市
や
欧
州

文
化
首
都
と
の
交
流
促
進
な
ど
に
つ
い
て
合
意
し
ま
し
た
。

な
お
、
2
0
2
0
年
の
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
と
し
て
、
日

本
は
北
九
州
市
、
中
国
は
揚
州（
ヤ
ン
チ
ョ
ウ
）市
、
韓
国

は
順
天
市
に
決
定
し
ま
し
た
。

お
わ
り
に

現
在
、
各
地
域
の
特
色
を
資
源
と
し
て
生
か
し
つ
つ
地

方
創
生
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
方
創
生
を
図
る
た
め
に
、

地
域
の
特
色
あ
る
自
然
や
文
化
と
人
間
社
会
と
の
共
生
を

図
る
活
動
を
活
性
化
さ
せ
、
そ
れ
ら
を
持
続
可
能
な
方
法

で
教
育
や
観
光
等
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

今
回
紹
介
し
た
各
都
市
の
活
動
が
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

平成31年1月 創造都市ネットワーク会議
（CCNJ総会）の様子（浜松市）
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平
成
26
年
度
よ
り
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ「
京
」
の

後
継
機
と
し
て
開
発
を
実
施
し
て
き
た
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ「
富
岳
」の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ（
試
作
機
）が
、
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
消
費
電
力
性
能
を
示
す
ラ
ン
キ
ン
グ

で
あ
るG

reen
500

に
お
い
て
、
世
界
1
位
を
獲
得
し
ま

し
た
。

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
情
報
基
盤
技
術
は
、
全

て
の
人
と
モ
ノ
が
つ
な
が
り
、
今
ま
で
に
な
い
新
た
な

価
値
を
生
み
出
す
超
ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現
を
目
指
す

Society
5.0

に
お
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
社
会

的
課
題
の
解
決
や
人
工
知
能
開
発
、
情
報
の
流
通
・
処
理

に
関
す
る
技
術
開
発
を
加
速
す
る
た
め
に
、
必
要
不
可
欠

な
技
術
で
す
。
ま
た
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
や
A
I
と
い
っ

た
大
規
模
デ
ー
タ
を
用
い
た
科
学
的
手
法（
デ
ー
タ
科
学
）

は
理
論
、
実
験
・
観
測
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
次
ぐ「
第

4
の
科
学
」と
呼
ば
れ
、
近
年
で
は
デ
ー
タ
科
学
と
計
算
科

学（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）と
の
融
合
・
連
携
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ「
富
岳
」の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が

G
reen

5
0

0

で
1
位
を
獲
得 

～
世
界
ト
ッ
プ
の
省
エ
ネ
性
能
を
実
証
～

文
部
科
学
省
研
究
振
興
局
参
事
官（
情
報
担
当
）付
計
算
科
学
技
術
推
進
室

文
部
科
学
省
で
は
、
今
年
8
月
で
運
用
終
了
し
た
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ「
京
」の
後
継
機
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ「
富
岳
」の
開
発
を
、
令
和
3
年
度
の
運
用
開
始

を
目
指
し
推
進
し
て
い
ま
す
。「
富
岳
」は「
京
」の
最
大

1
0
0
倍
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
効
性
能
、
世
界
最
高
水

準
の
汎
用
性
そ
し
て
高
い
電
力
効
率
を
目
標
に
開
発
さ
れ

て
お
り
、
防
災
・
減
災
、
創
薬
の
他
、
人
工
知
能
や
デ
ー

タ
科
学
等
様
々
な
分
野
で
の
活
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
京
」よ
り
も
大
規
模
か
つ
高
精
度
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
薬
剤
候
補
物
質
の
生
体
内
で
の
反
応
を

よ
り
詳
細
に
解
明
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
・
効
率
的
な
創

薬
を
実
現
す
る
こ
と
や
、
複
数
の
地
震
を
想
定
し
た
災
害

予
測
、
都
市
全
体
の
複
合
災
害
の
予
測
な
ど
に
よ
る
、
合

理
的
な
防
災
計
画
の
立
案
へ
の
貢
献
な
ど
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

健康長寿社会の実現

エネルギー問題
基礎科学の発展

産業競争力の強化

防災・環境問題
●高速・高精度な創薬
　シミュレーションの実現による
　新薬開発加速化

●太陽電池や燃料電池
　の低コスト・高性能化や
　人工光合成メタンハイド
　レートからメタン回収を
　実現

●電気自動車の
　モーターや発電機
　のための永久磁石
　を省レアメタル化で　
　実現

●宇宙でいつどのように物質が
　創られたのかなど、科学の根源
　的な問いへの挑戦

●次世代産業を支える
　新デバイスや材料の
　創成の加速化

●飛行機や自動車の実機試験を
　一部代替し、開発期間・コストを
　大幅に削減

●医療ビッグデータ解析と生体
　シミュレーションによる病気の
　早期発見と予防医療の支援実現

●気象ビッグデータ解析により、
　竜巻や豪雨を的確に予測

●地震の揺れ・津波の進入・
　市民の避難経路をメートル
　単位でシミュレーション

「富岳」で期待される成果例
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今
回
、「
富
岳
」の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ（
試
作
機
）が
、
米
国

で
開
催
さ
れ
た
ハ
イ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ（
H
P
C
）に
関
す
る
国
際
学
会
・
展
示
会
で
あ
る

「
S
C
19
」に
お
い
て
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
消
費
電

力
性
能
を
示
す
ラ
ン
キ
ン
グ（Green500

）に
お
い
て
、
世

界
1
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。Green500

は
、
少
な
い
消
費

電
力
で
効
率
的
に
計
算
で
き
た
順
に
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
ラ
ン
ク
付
け
し
た
も
の
で
す
。

Green500

で
世
界
1
位
を
獲
得
し
た
試
作
機
は
、「
富

岳
」の
開
発
企
業
で
あ
る
富
士
通
株
式
会
社（
以
下
、「
富

士
通
」）が
製
造
し
、
沼
津
工
場（
所
在
地
：
静
岡
県
沼
津

市
）に
設
置
し
た
も
の
で
す
。
本
シ
ス
テ
ム
は
、「
富
岳
」に

使
用
す
る
予
定
の
富
士
通
が
開
発
し
た
C
P
U（
中
央
処

理
装
置
）「
A
64
F
X
」を
7
6
8
個
搭
載
し
て
い
ま
す
。

「
富
岳
」プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
性
能
は
、
消
費
電
力
1
ワ
ッ

ト
あ
た
り
の
性
能
で
16
・
8
7
6
ギ
ガ
回
の
計
算
性
能
を
達

成
し
、「
富
岳
」の
開
発
技
術
が
世
界
ト
ッ
プ
の
消
費
電
力

性
能
を
有
す
る
こ
と
を
実
証
し
ま
し
た（
1
ギ
ガ
は
10
の
9

乗
）。今

回
の
受
賞
を
通
じ
、
現
在
製
造
中
で
あ
る「
富
岳
」で

も
高
レ
ベ
ル
の
省
エ
ネ
性
能
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、「
富
岳
」がSociety

5.0

を

支
え
る
重
要
な
研
究
基
盤
で
あ
り
、
日
本
の
高
い
技
術
力

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
国
内
の
大
学
や
産
業
界
な
ど
に
広
く

利
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
際
的
に
も
そ
の
成
果
が
発

信
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、「
富
岳
」の
製
造
を
着
実
に

行
う
と
と
も
に
、
成
果
を
早
期
に
創
出
で
き
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

CPU「A64FX」のイメージ図

Green500授賞式の様子（「富岳」共同開発の富士通と理研が登壇）
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令
和
元
年
度
文
化
功
労
者

令
和
元
年
度
文
化
功
労
者
顕
彰
式
が
11
月
5
日
、
東

京
都
港
区
虎
ノ
門
の
オ
ー
ク
ラ
東
京
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

文
化
功
労
者
は
次
の
21
名
の
方
々
で
す
。

◆
飯
利
　
忠
男（
い
い
り
　
た
だ
お
）〈
筆
名
　
佐
藤
　
忠
男

（
さ
と
う
　
た
だ
お
）〉 

日
本
映
画
大
学
名
誉
学
長 《
映
画
評

論
》長

年
に
わ
た
り
、
評
論
家
と
し
て
、
映
画
を
は
じ
め
大

衆
芸
能
、
演
劇
な
ど
幅
広
い
分
野
で
評
論
活
動
を
展
開

し
、
平
明
な
表
現
で
の
鋭
い
問
題
提
起
、
弱
者
へ
の
温
か

い
視
線
、
学
究
的
で
真
摯
な
姿
勢
に
貫
か
れ
た
評
論
は
高

く
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、
映
画
の
国
際
交
流
や
、
未
来

の
映
画
人
の
育
成
に
も
尽
力
し
、
さ
ら
に
、
関
連
す
る
団

体
の
要
職
を
務
め
る
な
ど
、
斯し

界か
い

の
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
石
井
　
幹
子（
い
し
い
　
も
と
こ
）  《
照
明
デ
ザ
イ
ン
》

長
年
に
わ
た
り
、
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、
都
市
照

明
か
ら
建
築
照
明
、
光
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ま
で
幅
広
い
照

明
の
世
界
を
開
拓
す
る
と
と
も
に
、
都
市
・
地
方
の
文
化

創
造
や
国
際
交
流
な
ど
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
さ

ら
に
、
関
連
す
る
団
体
の
要
職
を
務
め
る
な
ど
、
斯
界
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
猪
木
　
武
德（
い
の
き
　
た
け
の
り
） 

大
阪
大
学
名
誉
教

授
、
人
間
文
化
研
究
機
構
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

名
誉
教
授 《
経
済
学
》

経
済
学
の
分
野
に
お
い
て
、
統
計
デ
ー
タ
・
歴
史
資
料

を
重
視
し
た
実
証
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
古
典
解
釈
の
上
に
成

り
立
つ
思
想
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
融
合
さ
せ
た
、
我
が
国
で
唯

一
と
も
言
え
る
独
創
的
な
研
究
手
法
に
よ
り
、
卓
越
し
た

業
績
を
上
げ
、
斯し

学が
く

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

◆
岩
田
　
暁
子（
い
わ
た
　
あ
き
こ
）〈
筆
名
　
馬
場
　
あ
き

子（
ば
ば
　
あ
き
こ
）〉 

日
本
芸
術
院
会
員 《
短
歌
》

長
年
に
わ
た
り
、
歌
人
と
し
て
、
常
に
第
一
線
で
優
れ

た
短
歌
の
創
作
と
評
論
の
執
筆
に
勤
し
む
と
と
も
に
、
自

ら
歌
誌
を
創
刊
し
数
多
く
の
歌
人
を
育
成
し
、
さ
ら
に
、

関
連
す
る
団
体
の
要
職
を
務
め
る
な
ど
、
斯
界
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
多
　
喜
代
子（
う
だ
　
き
よ
こ
） 

日
本
芸
術
院
会
員 《
俳

句
》長

年
に
わ
た
り
、
俳
人
と
し
て
、
他
の
追
随
を
許
さ
な

い
優
れ
た
作
品
を
数
多
く
世
に
送
り
出
し
、
実
作
的
な
目

標
と
な
る
と
と
も
に
、
俳
壇
の
重
鎮
と
し
て
新
聞
・
雑
誌

の
俳
句
欄
及
び
各
賞
の
選
者
を
務
め
、
さ
ら
に
、
関
連
す

る
団
体
の
要
職
を
務
め
る
な
ど
、
斯
界
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
大
林
　
宣
彦（
お
お
ば
や
し
　
の
ぶ
ひ
こ
）  《
映
画
》

長
年
に
わ
た
り
、
映
画
監
督
と
し
て
、
映
画
な
ら
で
は

の
夢
や
遊
び
心
溢
れ
る
実
験
精
神
に
満
ち
た
作
品
を
創
作

し
続
け
、
日
本
映
画
界
に
新
局
面
を
も
た
す
と
と
も
に
、

後
進
の
自
主
映
画
出
身
若
手
監
督
や
地
域
に
お
け
る
映
画

製
作
の
道
筋
を
開
く
な
ど
、
斯
界
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
金
出
　
武
雄（
か
な
で
　
た
け
お
） 

カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大

学
ワ
イ
タ
カ
―
記
念
全
学
教
授 《
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン
・

令
和
元
年
度 

文
化
功
労
者
・
文
化
勲
章
受
章
者

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
人
事
課

顕彰者を代表し挨拶される岩田暁子（筆名 馬場あき子）さん
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の
中
に
強
靭
さ
を
秘
め
た
芸
風
が
高
く
評
価
さ
れ
る
と
と

も
に
、
組
踊
並
び
に
琉
球
舞
踊
に
お
け
る
女
方
の
卓
抜
し

た
技
芸
を
も
っ
て
後
進
の
指
導
に
当
た
り
、
多
く
の
優
秀

な
後
継
者
を
輩
出
し
、
さ
ら
に
、
関
連
す
る
団
体
の
要
職

を
務
め
る
な
ど
、
斯
界
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

◆
萩
尾
　
望
都（
は
ぎ
お
　
も
と
）  《
漫
画
》

長
年
に
わ
た
り
、
漫
画
家
と
し
て
、
数
多
く
の
優
れ
た

少
女
漫
画
作
品
を
世
に
送
り
出
し
、
少
女
漫
画
を
多
彩
で

深
み
の
あ
る
内
容
表
表
現
の
可
能
な
世
界
的
に
も
注
目
さ

れ
る
重
要
な
ジ
ャ
ン
ル
へ
と
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
後
進

の
育
成
に
も
尽
力
し
、
斯
界
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

と
を
明
ら
か
に
す
る
卓
越
し
た
業
績
を
上
げ
、
斯
学
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
笹
川
　
陽
平（
さ
さ
か
わ
　
よ
う
へ
い
） （
公
財
）日
本
財
団

会
長 《
社
会
貢
献
・
国
際
貢
献
・
文
化
振
興
》

長
年
に
わ
た
り
、（
公
財
）日
本
財
団
の
常
勤
役
員
と
し

て
様
々
な
公
益
事
業
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
き
た
経
験

を
生
か
し
、
行
政
の
手
の
届
か
な
い
文
化
振
興
・
社
会
貢

献
事
業
に
取
り
組
み
、
多
大
な
功
績
を
上
げ
る
と
と
も
に
、

国
際
社
会
に
お
い
て
各
国
政
府
が
取
り
組
む
こ
と
に
困
難

な
社
会
課
題
の
解
決
に
つ
い
て
、
先
駆
的
な
発
想
と
行
動

力
に
よ
り
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
佐
々
木
　
卓
治（
さ
さ
き
　
た
く
じ
） 

東
京
農
業
大
学
総
合

研
究
所
参
与 《
作
物
ゲ
ノ
ム
学
・
学
術
振
興
》

作
物
ゲ
ノ
ム
学
の
分
野
に
お
い
て
、
国
際
イ
ネ
ゲ
ノ
ム
塩

基
配
列
解
読
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
率
い
、
世

界
に
先
駆
け
て
イ
ネ
ゲ
ノ
ム
全
塩
基
配
列
を
解
読
し
、
作

物
ゲ
ノ
ム
育
種
を
大
き
く
進
展
さ
せ
る
卓
越
し
た
業
績
を

上
げ
る
と
と
も
に
、
学
術
の
振
興
に
も
尽
力
し
、
斯
学
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
田
渕
　
俊
夫（
た
ぶ
ち
　
と
し
お
） （
公
財
）日
本
美
術
院

理
事
長
、
東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授 《
日
本
画
》

長
年
に
わ
た
り
、
日
本
画
家
と
し
て
、
装
飾
性
と
精
神

性
を
兼
ね
備
え
た
作
品
を
数
多
く
世
に
送
り
出
し
、
日
本

画
の
確
た
る
表
現
を
築
い
た
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

る
と
と
も
に
、
後
進
の
育
成
や
文
化
財
保
存
に
尽
力
し
、

さ
ら
に
、
関
連
す
る
団
体
の
要
職
を
務
め
る
な
ど
、
斯
界

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
徳
村
　
正
吉（
と
く
む
ら
　
ま
さ
き
ち
）〈
芸
名
　
宮
城
　
能

鳳（
み
や
ぎ
　
の
う
ほ
う
）〉 

琉
球
舞
踊
保
存
会
会
長
、
重
要

無
形
文
化
財「
組
踊
立
方
」（
各
個
認
定
）保
持
者 《
組
踊
》

長
年
に
わ
た
り
、
舞
踊
家
と
し
て
、
端
麗
か
つ
繊
細
さ

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
》

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン
と
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
の
分
野
に
お
い

て
、
顔
に
関
す
る
画
像
認
識
技
術
や
自
動
車
の
自
動
運
転

に
お
け
る
先
駆
的
な
取
組
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
国
際

的
に
独
創
的
な
研
究
業
績
を
上
げ
る
な
ど
、
斯
学
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
興
膳
　
宏（
こ
う
ぜ
ん
　
ひ
ろ
し
） 

日
本
学
士
院
会
員
・
京

都
大
学
名
誉
教
授 《
中
国
古
典
文
学
》

中
国
古
典
文
学
の
分
野
に
お
い
て
、
唐
代
以
前
の
文
学

理
論
研
究
に
従
事
し
、
緻
密
な
分
析
か
ら
総
体
的
な
論
へ

と
明
晰
な
論
述
を
展
開
す
る
研
究
を
行
い
、
我
が
国
の
み

な
ら
ず
国
際
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
る
卓
越
し
た
業
績

を
上
げ
る
な
ど
、
斯
学
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

◆
小
林
　
芳
規（
こ
ば
や
し
　
よ
し
の
り
） 

広
島
大
学
名
誉
教

授 《
国
語
史
学
・
国
際
交
流
》

国
語
史
学
の
分
野
に
お
い
て
、「
漢
文
訓
読
史
の
研
究
」、

「
鎌
倉
時
代
語
の
研
究
」及
び「
角か

く

筆ひ
つ

文
献
の
発
見
と
そ
の

研
究
」と
い
う
、
未
開
拓
で
あ
っ
た
三
分
野
を
新
た
に
開
き

そ
れ
ぞ
れ
を
確
立
す
る
と
い
う
卓
越
し
た
業
績
を
上
げ
る

と
と
も
に
、
研
究
を
通
し
て
培
っ
た
角
筆
の
判
読
技
術
を

中
国
・
韓
国
な
ど
の
研
究
者
・
研
究
機
関
に
提
供
し
、
学

術
の
国
際
交
流
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
な
ど
、
斯
学
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
近
藤
　
孝
男（
こ
ん
ど
う
　
た
か
お
） 

名
古
屋
大
学
名
誉
教

授 《
時
間
生
物
学
》

時
間
生
物
学
の
分
野
に
お
い
て
、
シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア
を

モ
デ
ル
と
し
て
、
時
計
機
能
を
司

つ
か
さ
どる

三
種
類
のK

ai

タ
ン
パ

ク
質
を
発
見
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
24
時
間
の

安
定
的
な
生
物
リ
ズ
ム
を
再
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
生

物
時
計
の
特
性
が
タ
ン
パ
ク
質
の
機
能
に
基
づ
い
て
い
る
こ

顕彰状授与の様子
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◆
藤
原
　
進
一
郎（
ふ
じ
わ
ら
　
し
ん
い
ち
ろ
う
）元 

（
財
）日

本
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
理
事 《
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
》

長
年
に
わ
た
り
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
第
一
人
者

と
し
て
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
近
代
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
発
展

さ
せ
る
基
礎
作
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、

数
多
く
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
日
本
代
表
選
手
団

監
督
や
団
長
を
歴
任
し
、
日
本
代
表
選
手
の
活
躍
の
た
め

に
尽
力
す
る
な
ど
、
斯
界
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

◆
宮
本
　
茂（
み
や
も
と
　
し
げ
る
） 
任
天
堂（
株
）代
表
取

締
役
フ
ェ
ロ
ー 《
メ
デ
ィ
ア
芸
術（
ゲ
ー
ム
）》

長
年
に
わ
た
り
、
ゲ
ー
ム
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、

「
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
」や「
ゼ
ル
ダ
の
伝
説
」な
ど

の
、
世
界
的
に
評
価
さ
れ
る
作
品
を
数
多
く
世
に
送
り
出

し
、「
現
代
の
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
父
」と
も
称
さ
れ
、
ゲ
ー
ム

を
我
が
国
の
文
化
と
し
て
世
界
に
誇
れ
る
ま
で
の
も
の
に
す

る
な
ど
、
斯
界
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
守
田
　
伸
一（
も
り
た
　
し
ん
い
ち
）〈
芸
名
　
坂
東
　
玉

三
郎（
ば
ん
ど
う
　
た
ま
さ
ぶ
ろ
う
）〉 

重
要
無
形
文
化
財「
歌

舞
伎
女
方
」（
各
個
認
定
）保
持
者 《
歌
舞
伎
》

長
年
に
わ
た
り
、
歌
舞
伎
俳
優
と
し
て
、
数
多
く
の
舞

台
を
踏
み
、
比
類
な
い
高
度
な
表
現
力
を
有
す
る
演
技
で

高
い
評
価
を
受
け
る
と
と
も
に
、
歌
舞
伎
に
と
ど
ま
ら
ず

新
派
や
新
劇
、
海
外
戯
曲
へ
の
出
演
も
行
い
、
さ
ら
に
、

関
連
す
る
団
体
の
要
職
を
務
め
る
な
ど
、
斯
界
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
柳
沢
　
正
史（
や
な
ぎ
さ
わ
　
ま
さ
し
） 

筑
波
大
学
国
際
統

合
睡
眠
医
科
学
研
究
機
構
長
・
教
授
、
テ
キ
サ
ス
大
学
サ

ウ
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
医
学
セ
ン
タ
ー
教
授 《
分
子
薬
理
学
》

分
子
薬
理
学
の
分
野
に
お
い
て
、
強
力
な
血
管
収
縮
作

用
を
有
す
る
生
理
活
性
物
質「
エ
ン
ド
セ
リ
ン
」と
睡
眠
／

覚
醒
を
制
御
し
て
い
る
神
経
伝
達
物
質「
オ
レ
キ
シ
ン
」を

発
見
し
、
そ
の
作
用
機
構
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
人
の

疾
患
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
、
革
新
的
な
医
薬
品
開

発
に
結
び
付
け
る
卓
越
し
た
業
績
を
上
げ
、
斯
学
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
吉
野
　
彰（
よ
し
の
　
あ
き
ら
） 

旭
化
成（
株
）
名
誉
フ
ェ

ロ
ー
、
名
城
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
教
授 《
電
気
化

学
》電

気
化
学
の
分
野
に
お
い
て
、
モ
バ
イ
ル
機
器
や
電
気

自
動
車
な
ど
に
欠
か
せ
な
い
小
型
・
軽
量
で
高
出
力
の
充

電
式
電
池
で
あ
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
基
本
構
造
を
確

立
す
る
卓
越
し
た
業
績
を
上
げ
、
経
済
、
社
会
の
発
展
に

極
め
て
顕
著
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
渡
邊
　
美
佐（
わ
た
な
べ
　
み
さ
） （
株
）
渡
辺
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
名
誉
会
長
、（
一
社
）日
本
音
楽
出
版
社
協
会
名
誉

顧
問 《
文
化
振
興
・
国
際
交
流
・
著
作
権
》

長
年
に
わ
た
り
、
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
数
多

く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
世
に
送
り
出
す
と
と
も
に
、
芸
能
・

音
楽
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
業
界
を
支
え
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

人
材
の
育
成
及
び
著
作
権
保
護
制
度
の
充
実
な
ど
に
も
尽

力
し
、
さ
ら
に
、
関
連
す
る
団
体
の
要
職
を
務
め
る
な
ど
、

斯
界
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
文
化
勲
章
受
章
者

令
和
元
年
度
文
化
勲
章
受
章
者
6
名
が
11
月
3
日
に
発

令
さ
れ
、
同
日
親
授
式
が
皇
居
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
文

化
勲
章
受
章
者
は
次
の
方
々
で
す
。

◆
甘
利
　
俊
一（
あ
ま
り
　
し
ゅ
ん
い
ち
） 

文
化
功
労
者
、
東

京
大
学
名
誉
教
授
、
国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所

栄
誉
研
究
員 《
数
理
工
学
》

数
理
工
学
の
分
野
に
お
い
て
、
脳
の
情
報
処
理
の
背
後

に
あ
る
基
本
原
理
を
数
理
情
報
学
的
手
法
に
よ
り
体
系
化

す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
に
よ
り
先
駆
的
か
つ
独
創
的

な
研
究
を
行
い
、
卓
越
し
た
業
績
を
上
げ
る
と
と
も
に
、

自
身
の
研
究
及
び
後
進
の
育
成
を
通
し
、
数
理
工
学
と
い

う
分
野
の
開
拓
と
確
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
な
ど
、

斯
学
の
発
展
に
極
め
て
顕
著
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
坂
口
　
志
文（
さ
か
ぐ
ち
　
し
も
ん
） 

文
化
功
労
者
、
大
阪

大
学
免
疫
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
、
大

阪
大
学
栄
誉
教
授
、
京
都
大
学
名
誉
教
授 《
免
疫
学
》

免
疫
学
の
分
野
に
お
い
て
、
過
剰
な
免
疫
反
応
を
抑
制

す
る
自
己
免
疫
寛
容
を
司
る
制
御
性
T
細
胞
を
発
見
し
、

そ
の
発
生
・
機
能
を
細
胞
・
分
子
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
様
々
な
自
己
免
疫
病
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
癌

免
疫
、
移
植
免
疫
な
ど
に
お
け
る
制
御
性
T
細
胞
の
役
割

を
解
明
し
、
斯
学
の
発
展
に
極
め
て
顕
著
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

◆
佐
々
木
　
毅（
さ
さ
き
　
た
け
し
） 

文
化
功
労
者
、
日
本
学

士
院
会
員
、
東
京
大
学
名
誉
教
授 《
政
治
学
》

政
治
学
の
分
野
に
お
い
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
か
ら
近
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
及
ぶ
多
く
の
重
要
な
政
治
思
想
家
に
つ
い
て
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の
研
究
に
卓
越
し
た
業
績
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
政

治
思
想
研
究
を
基
盤
と
し
て
現
代
政
治
の
分
析
に
お
い
て

も
優
れ
た
研
究
業
績
を
上
げ
る
な
ど
、
斯
学
の
発
展
に
極

め
て
顕
著
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
田
沼
　
武
能（
た
ぬ
ま
　
た
け
よ
し
） 

文
化
功
労
者
、
東
京

工
芸
大
学
名
誉
教
授 《
写
真
》

長
年
に
わ
た
り
、
写
真
家
と
し
て
、
数
多
く
の
芸
術
写

真
を
世
に
送
り
出
し
な
が
ら
、「
子
ど
も
た
ち
の
写
真
」と

い
う
新
た
な
分
野
を
開
拓
・
確
立
す
る
と
と
も
に
、
後
進

の
育
成
や
写
真
家
の
地
位
向
上
に
尽
力
し
、
さ
ら
に
、
関

連
す
る
団
体
の
要
職
を
務
め
る
な
ど
、
斯
界
の
発
展
に
極

め
て
顕
著
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
野
村
　
太
良（
の
む
ら
　
た
ろ
う
）〈
芸
名
　
野
村
　
萬（
の

む
ら
　
ま
ん
）〉 

文
化
功
労
者
、
日
本
芸
術
院
会
員
、
重
要

無
形
文
化
財「
狂
言
」（
各
個
認
定
）保
持
者 《
狂
言
》

長
年
に
わ
た
り
、
能
楽
師
と
し
て
、
演
目
・
役
柄
を
問

わ
ず
、
無
駄
の
な
い
所
作
と
内
面
か
ら
表
出
す
る
喜
怒
哀

楽
の
演
技
で
登
場
人
物
の
深
い
人
間
性
を
表
現
し
、
狂
言

の
魅
力
を
伝
え
、
多
く
の
人
々
に
感
銘
を
与
え
る
と
と
も

に
、
関
連
す
る
団
体
の
要
職
も
務
め
る
な
ど
、
斯
界
の
発

展
に
極
め
て
顕
著
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
吉
野
　
彰（
よ
し
の
　
あ
き
ら
） 

文
化
功
労
者
、
旭
化
成

（
株
）名
誉
フ
ェ
ロ
ー
、
名
城
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

教
授 《
電
気
化
学
》

電
気
化
学
の
分
野
に
お
い
て
、
モ
バ
イ
ル
機
器
や
電
気

自
動
車
な
ど
に
欠
か
せ
な
い
小
型
・
軽
量
で
高
出
力
の
充

電
式
電
池
で
あ
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
基
本
構
造
を
確

立
す
る
卓
越
し
た
業
績
を
上
げ
、
経
済
、
社
会
の
発
展
に

極
め
て
顕
著
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

記念撮影の様子
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史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
指
定
等
、
登
録
記
念
物
の
登

録
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
庁
で
は
、
歴
史
上
又
は
学
術
上
価
値
の
高
い
遺

跡
、
芸
術
上
又
は
鑑
賞
上
価
値
の
高
い
名
勝
地
、
学
術
上

価
値
の
高
い
動
物
・
植
物
・
地
質
鉱
物
の
う
ち
重
要
な
も

の
を
、「
史
跡
」「
名
勝
」「
天
然
記
念
物
」に
指
定
し
、
保

存
と
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

11
月
16
日
に
開
か
れ
た
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
に

お
い
て
、
特
別
史
跡
の
新
指
定
1
件
、
史
跡
名
勝
天
然
記

念
物
の
新
指
定
19
件
、
追
加
指
定
等
29
件
、
登
録
記
念
物

の
新
登
録
5
件
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
官
報
告
示
後
に
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

は
3
2
9
9
件
、
登
録
記
念
物
は
1
1
7
件
と
な
る
予
定

で
す
。
以
下
、
新
指
定
等
の
案
件
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
よ
り
詳
し
い
解
説
や
、
追
加
指
定
等
に
つ
い
て

は
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

「
文
化
審
議
会
の
答
申（
史
跡
等
の
指
定
等
）」

http://w
w
w
.bunka.go.jp/koho_hodo_oshira

se/hodohappyo/1422552.htm
l

特
別
史
跡
の
新
指
定�

1

埼さ
き

玉た
ま

古こ

墳ふ
ん

群ぐ
ん

�

埼
玉
県
行
田
市

5
世
紀
末
か
ら
7
世
紀
初
頭
に
か
け
て
大
宮
台
地
の
先

端
に
築
か
れ
た
、
前
方
後
円
墳
8
基
、
大
型
円
墳
1
基
及

び
小
型
円
墳
群
か
ら
な
る
我
が
国
を
代
表
す
る
古
墳
群
で

す
。
墳
長
1
2
0
m
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
稲
荷
山
古
墳

か
ら
出
土
し
た
辛
亥
年
の
紀
年
銘
を
持
つ
金き

ん
さ
く
め
い
て
っ
け
ん

錯
銘
鉄
剣
は
、

古
墳
時
代
研
究
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
と
し
て
他

の
副
葬
品
と
と
も
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
・

整
備
・
活
用
の
取
組
を
長
期
に
わ
た
り
継
続
し
優
れ
た
実

績
を
上
げ
て
お
り
、
我
が
国
文
化
の
象
徴
と
し
て
極
め
て

重
要
で
す
。

史
跡
の
新
指
定�

1

小こ

山や
ま

崎ざ
き

遺い

跡せ
き

�

山
形
県
飽
海
郡
遊
佐
町

縄
文
時
代
中
期
末
か
ら
後
期
を
中
心
と
す
る
集
落
と
、

周
辺
の
水
辺
環
境
の
利
用
を
目
的
と
し
た
土
木
構
造
物
で

あ
る
水
辺
遺
構
が
良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
遺
跡

で
す
。
遺
跡
周
辺
に
は
鳥
海
山
麓
の
美
し
い
自
然
景
観
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
環
境
に
関
す
る
豊
富
な
知
見
か
ら

は
、
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
集
落
の
在
り
方
が
変
化
し
て

い
く
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
州
日
本
海
沿
岸

北
部
に
お
け
る
縄
文
文
化
を
解
明
す
る
上
で
重
要
で
す
。

史
跡
等
の
指
定
・
登
録
に
つ
い
て

文
化
庁
文
化
財
第
二
課

古墳群全景（埼玉県教育委員会提供）

水辺遺構調査状況（遊佐町教育委員会提供）

http://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/1422552.html
http://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/1422552.html
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史
跡
の
新
指
定�

2

磯い
そ

浜は
ま

古こ

墳ふ
ん

群ぐ
ん

�

茨
城
県
東
茨
城
郡
大
洗
町

茨
城
県
中
部
、
那
珂
川
・
涸ひ

沼ぬ
ま

川が
わ

水
系
の
河
口
部
に
位

置
す
る
古
墳
時
代
前
期
か
ら
中
期
初
頭
の
古
墳
群
で
す
。

前
方
後
円
墳
2
基
、
前
方
後
方
墳
1
基
、
円
墳
1
基
ほ
か

の
6
基
か
ら
な
り
ま
す
。
古
墳
群
で
最
大
の
日
下
ヶ
塚
古

墳
は
墳
長
1
0
1
・
4
ｍ
の
大
型
前
方
後
円
墳
で
、
鏡
・

石
製
模
造
品
・
玉
類
な
ど
約
4
、0
0
0
点
の
豊
富
な
副

葬
品
が
出
土
し
ま
し
た
。
古
墳
群
最
後
の
車
塚
古
墳
は
直

径
約
88
ｍ
で
、
全
国
屈
指
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。
古
墳
時

代
前
期
か
ら
中
期
初
頭
の
関
東
に
お
け
る
古
墳
の
展
開
を

考
え
る
上
で
重
要
で
す
。

史
跡
の
新
指
定�

3

上こ
う
ず
け
の野

国く
に

多た

胡ご

郡ぐ
ん

正し
ょ
う
そ
う倉

跡あ
と

�

群
馬
県
高
崎
市

和
銅
4
年（
7
1
1
）に
建
郡
さ
れ
た
、
上
野
国
多
胡
郡

の
田で

ん

租そ

や
出す

い

挙こ

で
徴
収
し
た
稲
な
ど
を
収
納
す
る
倉
庫
群

跡
で
す
。
群
馬
県
の
中
央
部
を
流
れ
利
根
川
に
合
流
す
る

鏑
川
の
南
側
の
段
丘
上
に
位
置
し
て
お
り
、
世
界
の
記
憶

で
も
あ
る
特
別
史
跡
多
胡
碑
の
真
南
約
3
5
0
ｍ
に
当
た

り
ま
す
。
発
掘
調
査
に
よ
れ
ば
、
1
2
1
㎡
の
大
型
礎
石

建
物
が
検
出
さ
れ
、
瓦
や
炭
化
米
、
小
型
弓
な
ど
が
見
つ

か
り
、
正
倉
の
創
建
は
8
世
紀
前
半
と
み
ら
れ
ま
す
。
律

令
国
家
の
税
の
徴
収
や
地
方
支
配
の
在
り
方
を
考
え
る
上

で
重
要
で
す
。

史
跡
の
新
指
定�

4

神し
ん

明め
い

貝か
い

塚づ
か

�

埼
玉
県
春
日
部
市

奥
東
京
湾
最
北
部
の
汽
水
域
に
形
成
さ
れ
た
縄
文
時
代

後
期
前
半
の
馬
蹄
形
貝
塚
を
伴
う
大
型
の
集
落
遺
跡
で
、

同
種
の
遺
跡
の
中
で
も
最
大
級
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。
集

落
域
と
貝
層
の
ほ
ぼ
全
体
が
良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て

い
た
こ
と
で
、
集
落
構
造
の
詳
細
な
変
化
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
出
土
し
た
豊
富
な
動
植
物
遺い

存ぞ
ん

体た
い

と

石
器
か
ら
は
、
集
落
を
営
ん
だ
人
々
の
生
業
形
態
と
そ
の

地
域
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
重
要
で
す
。

古墳群全景（大洗町教育委員会提供）

大型礎石建物調査状況（高崎市提供）

貝層断面（春日部市教育委員会提供）
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史
跡
の
新
指
定�

5

午ご

王ぼ
う

山や
ま

遺い

跡せ
き

�

埼
玉
県
和
光
市

埼
玉
県
東
南
部
、
荒
川
を
望
む
独
立
丘
陵
上
に
位
置
す

る
弥
生
時
代
後
期
の
大
規
模
な
環か

ん

濠ご
う

集
落
で
す
。
1
5
0

棟
以
上
の
竪
穴
建
物
と
丘
陵
縁
辺
部
に
掘
削
さ
れ
た
多
重

の
環
濠
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
中
期
後
半
か
ら
後
期
中
葉

ま
で
の
集
落
の
構
造
の
変
遷
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
関

東
で
は
少
な
い
同
時
性
が
確
認
で
き
る
多
重
環
濠
の
あ
る

集
落
遺
跡
で
あ
る
と
と
も
に
、
北
関
東
系
や
南
関
東
系
の

複
数
の
他
地
域
の
出
土
遺
物
が
認
め
ら
れ
、
関
東
に
お
け

る
弥
生
時
代
後
期
の
地
域
間
交
流
の
実
態
を
考
え
る
上
で

重
要
な
集
落
遺
跡
で
す
。

史
跡
の
新
指
定�

6

光こ
う

明み
ょ
う

山さ
ん

古こ

墳ふ
ん

�

静
岡
県
浜
松
市

5
世
紀
中
葉
に
天
竜
川
東
岸
の
丘
陵
先
端
に
築
か
れ
た

墳
長
83
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
墳
丘
は
2
段
築
成
で
葺ふ

き

石い
し

と
埴
輪
を
持
ち
、
特
に
後
円
部
上
段
に
は
基
底
部
か
ら

墳
頂
ま
で
続
く
葺
石
の
区
画
石
列
が
良
好
に
残
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
古
墳
が
造
ら
れ
な
か
っ
た
内
陸
交
通
の
要
衝
の

地
に
突
如
と
し
て
築
か
れ
た
、
当
該
時
期
に
お
い
て
は
東

海
地
方
で
も
屈
指
の
規
模
を
誇
る
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、

古
墳
時
代
中
期
の
古
墳
築
造
の
在
り
方
の
転
換
を
明
瞭
に

示
す
事
例
と
し
て
重
要
で
す
。

史
跡
の
新
指
定�

7

永な
が

原は
ら

御ご

殿て
ん

跡あ
と

及
び
伊い

庭ば

御ご

殿て
ん

跡あ
と

�

滋
賀
県
野
洲
市
・
東
近
江
市

徳
川
家
康
、
秀
忠
、
家
光
が
上
洛
の
際
に
利
用
し
た
宿

泊
所
や
休
憩
所
跡
で
す
。
こ
れ
ら
将
軍
の
上
洛
は
、
将
軍

宣
下
や
大
坂
冬
の
陣
・
夏
の
陣
な
ど
幕
藩
制
の
確
立
期
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
両
御
殿
と
も
中
山
道
の
脇
街
道
で
あ
る

朝
鮮
人
街
道
付
近
に
あ
り
ま
す
。
永
原
御
殿
跡
は
宿
泊
施

設
で
、
本
丸
、
二
の
丸
な
ど
か
ら
な
り
、
本
丸
に
は
堀
と

高
さ
3
ｍ
の
土
塁
が
残
り
ま
す
。
伊
庭
御
殿
跡
は
休
憩
施

設
で
、
単
郭
で
あ
り
石
垣
が
残
っ
て
い
ま
す
。
将
軍
の
権

威
を
示
す
た
め
に
行
わ
れ
た
上
洛
の
実
態
を
知
る
上
で
重

要
で
す
。

多重環濠調査状況（和光市教育委員会提供）

後円部調査状況（浜松市提供）

永原御殿跡 本丸御亭跡検出状況（野洲市教育委員会提供）
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史
跡
の
新
指
定�

8

安あ
た
ぎ宅

氏し

城じ
ょ
う
か
ん館

跡あ
と

�

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
白
浜
町

列
島
の
東
西
を
結
ぶ
海
上
交
通
の
結
節
点
で
あ
る
紀
伊

半
島
南
部
を
本
拠
と
す
る
水
軍
領
主
、
安
宅
氏
に
よ
り
造

ら
れ
た
城
館
群
で
す
。
安
宅
氏
の
本
拠
で
あ
る
安
宅
氏
居

館
跡
、
そ
の
詰
城
で
あ
る
八
幡
山
城
跡
を
は
じ
め
と
す
る

五
つ
の
城
跡
か
ら
な
り
ま
す
。
豊
富
な
史
料
と
良
好
な
状

態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
城
館
群
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国

時
代
の
水
軍
領
主
の
活
動
や
領
域
支
配
の
実
態
と
紀
伊
半

島
の
政
治
情
勢
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
希
有
な
事
例
で
す
。

史
跡
の
新
指
定�

9

大お
お

元も
と

古こ

墳ふ
ん

�

島
根
県
益
田
市

日
本
海
を
望
む
丘
陵
上
に
4
世
紀
後
葉
に
築
か
れ
た
墳

長
85
ｍ
の
前
方
後
円
墳
と
径
12
ｍ
の
円
墳
で
す
。
自
然
地

形
を
巧
み
に
利
用
し
て
造
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
後
円

部
は
い
び
つ
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
海
側
に
面
す
る

墳
丘
よ
り
下
の
斜
面
部
分
に
は
基
壇
状
の
造
成
が
な
さ
れ
、

古
墳
を
一
回
り
大
き
く
見
せ
る
効
果
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

古
墳
時
代
前
期
の
前
方
後
円
墳
と
し
て
は
本
州
の
日
本
海

側
で
最
も
西
に
築
造
さ
れ
た
も
の
で
、
古
墳
の
各
地
へ
の

展
開
と
ヤ
マ
ト
政
権
の
影
響
の
広
が
り
を
知
る
上
で
重
要

で
す
。

史
跡
の
新
指
定�

10

讃さ
ぬ

岐き

国こ
く

府ふ

跡あ
と

�

香
川
県
坂
出
市

古
代
、
讃
岐
国
の
政
治
・
行
政
を
担
っ
た
役
所
跡
で
す
。

発
掘
調
査
に
よ
り
国
府
成
立
の
前
段
階
か
ら
衰
退
に
至
る
、

7
世
紀
中
葉
か
ら
13
世
紀
に
か
け
て
の
国
府
域
の
変
遷
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
讃
岐
守
を
勤
め
た
菅
原
道

真
に
よ
る
漢
詩
集
で
あ
る『
菅
家
文
草
』の
記
載
や
付
近
の

地
割
な
ど
か
ら
国
府
と
周
辺
景
観
を
復
元
す
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、
古
代
国
家
に
よ
る
地
方
支
配
の
実
態
を
知
る

上
で
重
要
で
す
。

八幡山城跡 虎口調査状況（白浜町教育委員会提供）

古墳全景（益田市教育委員会提供）

大型建物調査状況（香川県埋蔵文化財センター撮影）
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史
跡
の
新
指
定�

11

引ひ
け

田た

城じ
ょ
う

跡あ
と

�

香
川
県
東
か
が
わ
市

瀬
戸
内
海
に
突
き
出
た
丘
陵
上
に
立
地
す
る
、
戦
国
時

代
に
讃
岐
国
を
治
め
た
生
駒
氏
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
城
跡

で
す
。
瀬
戸
内
海
の
海
上
交
通
の
要
衝
地
で
あ
り
、
か
つ
、

阿
波
国
と
の
国
境
付
近
と
い
う
軍
事
・
経
済
上
の
拠
点
に

当
た
り
、
高
松
城
、
丸
亀
城
と
と
も
に
生
駒
氏
に
よ
る
領

国
支
配
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。
慶
長
期
の
城
郭

が
良
好
に
保
存
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
豊
臣
系
大
名

の
経
済
・
軍
事
政
策
や
領
国
支
配
体
制
を
知
る
上
で
重
要

で
す
。

史
跡
の
新
指
定�

12

阿あ

恵え

官か
ん

衙が

遺い

跡せ
き

�

福
岡
県
糟
屋
郡
粕
屋
町

古
代
、
糟
屋
郡
の
郡
家（
郡
役
所
）で
、
政
庁
、
正
倉

と
い
っ
た
役
所
を
構
成
す
る
施
設
が
良
好
な
状
態
で
検
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
海
道
駅
路
等
の
古
代
の
幹
線

道
路
網
の
結
節
点
に
立
地
す
る
な
ど
、
古
代
の
役
所
の
立

地
環
境
が
判
明
し
ま
し
た
。
成
立
は
郡
と
い
う
行
政
区
画

が
成
立
す
る
以
前
の
7
世
紀
後
半
ま
で
遡
り
、
8
世
紀
後

半
ま
で
そ
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
地
方

役
所
の
立
地
や
成
立
時
期
、
変
遷
を
考
え
る
上
で
重
要
で

す
。

史
跡
の
新
指
定�

13

杵き

築つ
き

城じ
ょ
う
あ
と跡

�

大
分
県
杵
築
市

豊
臣
政
権
か
ら
江
戸
幕
府
の
成
立
、
安
定
へ
と
向
か
う

社
会
・
政
治
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
、
丘
陵
上
に
主
要
施

設
を
配
し
舟
入
を
伴
う
段
階
、
舟
入
を
埋
め
立
て
、
藩
主

御
殿
を
構
築
す
る
と
と
も
に
台
山
地
区
の
城
郭
を
破
却
す

る
段
階
へ
と
、
そ
の
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
一
国
一
城
令
」に
よ
る
破
却
以

前
の
城
の
建
物
構
成
や
構
造
が
分
か
る
な
ど
、
江
戸
時
代

初
期
の
城
郭
の
実
態
を
知
る
上
で
も
重
要
で
す
。

北二の丸の高石垣（東かがわ市教育委員会提供）

政庁全景（粕屋町教育委員会提供）

天守付近調査状況（杵築市提供）
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史
跡
の
新
指
定�

14

鹿か

児ご

島し
ま

島し
ま

津づ

家け

墓ぼ

所し
ょ

�

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
・
指
宿
市

�

垂
水
市
・
姶
良
市
・
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町

鹿
児
島
藩
主
島
津
家
歴
代
の
墓
所
、
一
門
家（
越
前
・

加
治
木
・
垂
水
・
今
和
泉
の
各
島
津
家
）の
墓
所
、
一
所

持
の
宮
之
城
島
津
家
の
墓
所
と
し
て
営
ま
れ
た
も
の
で
す
。

藩
主
家
の
墓
所
で
は
、
墓
碑
に
山
川
石
と
い
う
石
材
を
用

い
て
、
一
門
家
よ
り
規
模
の
大
き
い
宝ほ

う
き
ょ
う篋

印い
ん

塔と
う

を
造
立
し

て
い
ま
す
。
国
持
大
名
や
有
力
家
臣
団
と
し
て
の
威
厳
と

風
格
を
備
え
、
一
定
の
規
範
の
も
と
各
墓
所
の
独
自
性
も

認
め
ら
れ
、
鹿
児
島
藩
に
お
け
る
墓
制
、
階
層
構
造
を
知

る
上
で
貴
重
で
す
。

史
跡
の
新
指
定�

15

白し
ら

保ほ

竿さ
お

根ね

田た

原ば
る

洞ど
う

穴け
つ

遺い

跡せ
き

�

沖
縄
県
石
垣
市

多
量
の
化
石
人
骨
を
伴
っ
て
後
期
旧
石
器
時
代
に
当
た

る
更
新
世
末
期
の
墓
葬
及
び
墓
域
が
発
見
さ
れ
た
、
日
本

で
初
め
て
の
事
例
で
す
。
完
新
世
初
頭
か
ら
縄
文
時
代
後

期
に
当
た
る
時
期
の
墓
葬
と
合
わ
せ
て
、
石
灰
岩
洞
穴
や

岩
陰
を
利
用
し
た
葬
送
習
俗
の
長
い
歴
史
を
た
ど
る
こ
と

を
可
能
と
し
ま
し
た
。
20
個
体
以
上
の
化
石
人
骨
が
出
土

し
た
こ
と
か
ら
、
人
骨
そ
の
も
の
か
ら
も
遺
伝
学
的
、
形

質
人
類
学
的
な
重
要
知
見
を
も
た
ら
し
た
点
で
画
期
的
な

意
義
を
持
ち
ま
す
。

名
勝
の
新
指
定�

1

成な
り

田た

氏し

庭て
い

園え
ん

�

青
森
県
弘
前
市

江
戸
時
代
末
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
津
軽
地
方
に
特
徴

あ
る
作
庭
技
法
を
継
承
し
た
大
石
武
学
流
庭
園
の
優
秀
な

事
例
の
う
ち
、
流
派
の
作
庭
規
範
を
典
型
的
に
示
し
て
い

る
と
と
も
に
全
体
構
成
を
良
好
に
伝
え
て
い
ま
す
。
大
石

武
学
流
宗
家
5
代
の
池
田
亭
月
の
代
表
作
と
し
て
重
要
な

も
の
で
す
。

藩主島津家墓所（鹿児島市教育委員会提供）

遺跡地遠景（沖縄県教育委員会提供）

本庭 座敷から（弘前市教育委員会提供）
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名
勝
の
新
指
定�

2

對つ
し

馬ま

氏し

庭て
い

園え
ん

�

青
森
県
弘
前
市

江
戸
時
代
末
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
津
軽
地
方
に
特
徴

あ
る
作
庭
技
法
を
継
承
し
た
大
石
武
学
流
庭
園
の
優
秀
な

事
例
の
う
ち
、
観
賞
軸
線
を
斜
め
と
す
る
点
に
特
徴
を
有

し
て
い
ま
す
。
大
石
武
学
流
宗
家
5
代
の
池
田
亭
月
か
ら

宗
家
6
代
の
外
崎
亭
陽
へ
の
作
庭
流
儀
の
継
承
を
考
え
る

上
で
重
要
な
も
の
で
す
。

名
勝
の
新
指
定�

3

須す

藤と
う

氏し

庭て
い

園え
ん（

青
せ
い
し
ょ
う松

園え
ん

）

�

青
森
県
弘
前
市

江
戸
時
代
末
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
津
軽
地
方
に
特
徴

あ
る
作
庭
技
法
を
継
承
し
た
大
石
武
学
流
庭
園
の
優
秀
な

事
例
の
う
ち
、
明
治
時
代
末
期
に
宗
家
4
代
の
小
幡
亭
樹

に
よ
り
作
庭
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
庭
園
で
す
。
座
観
と

逍し
ょ
う
よ
う遥
の
観
賞
形
式
を
併
せ
持
ち
、
亭
樹
の
作
庭
技
法
を
よ

く
示
し
て
い
る
点
で
重
要
な
も
の
で
す
。

名
勝
の
新
指
定�

4

哲て
つ

学が
く

堂ど
う

公こ
う

園え
ん

�

東
京
都
中
野
区

哲
学
館（
後
の
東
洋
大
学
）
創
始
者
の
井
上
圓
了
が
、

精
神
修
養
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
カ
ン

ト
、
孔
子
、
釈
迦
を
祀
っ
た
四
聖
堂
を
明
治
37
年
に
建
築

し
た
私
設
公
園
を
起
源
と
す
る
も
の
で
、
昭
和
時
代
初
期

に
わ
た
っ
て
造
営
さ
れ
た
哲
学
を
主
題
と
す
る
都
市
公
園

の
固
有
な
事
例
で
す
。

本庭 鑑賞上の軸線（弘前市教育委員会提供）

本庭 座敷から（弘前市教育委員会提供）

時空岡（中野区提供）
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登
録
記
念
物（
遺
跡
関
係
）の
新
登
録�

1

二に

ヶか

領り
ょ
う

用よ
う

水す
い

�

神
奈
川
県
川
崎
市

慶
長
16
年（
1
6
1
1
）、
多
摩
川
右
岸
の
低
地（
稲
毛

領
・
川
崎
領
）の
新
田
開
発
を
目
的
と
し
て
開
削
さ
れ
た

用
水
で
す
。
近
代
以
降
、
桃
畑
や
梨
畑
に
も
利
用
さ
れ
、

昭
和
に
な
る
と
工
業
用
水
と
し
て
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
農
業
・
工
業
用
水
と
し
て
の
役
割
を
ほ
ぼ
終
え
ま

し
た
が
、
一
部
区
間
は
市
民
が
親
し
め
る
空
間
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
世
・
近
現
代
の
川
崎
の
歴
史
を
理

解
す
る
上
で
意
義
深
い
も
の
で
す
。

登
録
記
念
物（
名
勝
地
関
係
）の
新
登
録�

1

染そ
め

谷や

氏し

庭て
い

園え
ん

�

千
葉
県
柏
市

江
戸
時
代
に
名
主
役
を
務
め
た
染
谷
氏
の
庭
園
で
す
。

主
屋
に
南
面
す
る
庭
園
、
長
屋
門
等
の
建
造
物
、
旧
畑

地
の
ほ
か
、
ア
ラ
ク
山
と
呼
ば
れ
る
屋
敷
林
等
が
一
体
と

な
っ
て
、
幕
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
整
備
さ
れ
た
旧
家
の

屋
敷
地
の
地
割
や
庭
園
の
様
子
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

登
録
記
念
物（
名
勝
地
関
係
）の
新
登
録�

2

魚う
お

津づ

浦う
ら

の
蜃し

ん

気き

楼ろ
う（

御お

旅た

屋や

跡あ
と

）

�

富
山
県
魚
津
市

発
生
地
域
や
時
期
が
限
定
さ
れ
る
稀
有
な
上
位
蜃

気
楼
を
生
じ
る
魚
津
浦
の
沿
岸
に
お
い
て
、
寛
政
9
年

（
1
7
9
7
）に
加
賀
藩
主
前
田
治
脩
が
参
勤
交
代
で
滞
在

し
た
際
に
出
現
し
た
蜃
気
楼
を
描
か
せ
た「
喜
見
城
之
図
」

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
滞
在
場
所
で
あ
っ
た
御
旅
屋
の

跡
地
を
登
録
す
る
も
の
で
す
。

円筒分水（川崎市教育委員会提供）

主屋南庭（柏市教育委員会提供）

御旅屋跡からみた蜃気楼  2017年5月21日
（魚津市教育委員会提供）
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登
録
記
念
物（
名
勝
地
関
係
）の
新
登
録�

3

長な
が

峯み
ね

氏し

庭て
い

園え
ん（

旧き
ゅ
う
か
わ
ら

河
原
氏し

庭て
い

園え
ん

）

�

長
野
県
長
野
市

江
戸
時
代
の
松
代
城
下
に
整
備
さ
れ
た
3
系
統
の
水
路

を
現
代
ま
で
保
ち
、
簡
素
な
つ
く
り
の
中
に
武
家
の
庭
園

の
趣
を
伝
え
る
池
泉
庭
園
で
す
。
西
に
象
山
を
控
え
、
門

の
前
を
沿
道
の
水
路
で
あ
る「
カ
ワ
」、
敷
地
内
を「
泉
水

路
」と
畑
地
の
水
路
で
あ
る「
セ
ギ
」が
通
り
ま
す
。

登
録
記
念
物（
名
勝
地
関
係
）の
新
登
録�

4

横よ
こ

山や
ま

氏し

庭て
い

園え
ん

�

三
重
県
三
重
郡
菰
野
町

菰
野
地
域
の
旧
家
で
あ
る
横
山
氏
が
、
昭
和
43
年

（
1
9
6
8
）に
書
院
の
新
築
と
茶
室
の
移
築
を
行
っ
た
際

に
、
重
森
三
玲
に
設
計
を
依
頼
し
て
造
ら
れ
た
庭
園
で
す
。

心
字
形
に
築
山
を
築
い
た
表
庭
、
斜
線
状
の
区
切
り
を
設

け
て
間
に
赤
砂
と
白
砂
を
交
互
に
敷
い
た
裏
庭
等
が
特
徴

的
で
す
。

全景 東から（長野市提供）

表庭（菰野町教育委員会提供）
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地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
体
制
の
実
施
・
導
入
状
況
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
地
域
学
習
推
進
課

文
部
科
学
省
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
る「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」の
実
現
に
向
け
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
学
校
運
営
協
議
会
を
置
く
学

校
）と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的
な
推
進
に
よ
る
地

域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
体
制
の
構
築
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
本
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
状
況
調
査
」の
内
容
に
、
新
た
に
地

域
学
校
協
働
活
動
に
関
す
る
調
査
を
加
え
、
一
体
的
な
全

国
調
査
を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
度
公
表
し
ま
し

た
令
和
元
年
度
の
調
査
結
果
を
説
明
し
ま
す
。

調
査
の
概
要

調
査
基
準
日
：
令
和
元
年
5
月
1
日

調
査
対
象
：
都
道
府
県
及
び
市
区
町
村
教
育
委
員
会

（
学
校
組
合
を
含
む
。）

主
な
調
査
項
目
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
学
校
運

営
協
議
会
制
度
）の
導
入
状
況
、
地
域
学
校
協
働
本
部
の

整
備
状
況
、
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
等
の
配
置
状
況

等

調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
校
数
は
、
調
査
開
始
以

来
最
高
の
増
加
数
と
な
り
、
全
国
で
7
，6
0
1
校
と
な

り
ま
し
た
。
地
域
学
校
協
働
本
部
数
は
、
9
，3
8
7
本

部
と
な
り
、
全
国
の
公
立
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
の
お

よ
そ
半
数
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
本
部
を
と
も
に
整
備
し
て
い
る

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
は
、
全
国
で
ま
だ
14
・
1
％
で

す
が
、
ど
ち
ら
か
の
仕
組
み
に
よ
り
、
地
域
と
学
校
が
連

携
・
協
働
す
る
体
制
が
で
き
て
い
る
学
校
は
、
約
60
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
の
概
要

（
1
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
状
況

全
国
の
公
立
学
校
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
数　

7
，6
0
1
校（
導
入
率
21
・
3
％
）

（
前
年
度
か
ら
2
，1
6
9
校
増
加（
導
入
率
6
・
6
ポ

イ
ン
ト
増
））

（
2
）地
域
学
校
協
働
本
部
の
整
備
状
況

Ⅰ�

全
国
の
地
域
学
校
協
働
本
部
数　

9
，3
8
7
本
部

Ⅱ��

全
国
の
公
立
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校

に
お
い
て
地
域
学
校
協
働
本
部
が
カ
バ
ー
し
て
い
る

学
校
数　

1�4
，3
9
0
校（
50
・
5
％
）

（
3
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
本
部
の

一
体
的
な
整
備
状
況

全
国
の
公
立
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
に

お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
本
部

を
と
も
に
整
備
し
て
い
る
学
校
数　

4
，0
1
5
校（
14
・

1
％
）

H17.4.1

H18.4.1

H19.4.1

H20.4.1

H21.4.1

H22.4.1

H23.4.1

H24.4.1

H25.4.1

H26.4.1

H27.4.1

H28.4.1

H29.4.1

H30.4.1

R1.5.1

17

53

197

341

475

629

789

1,183

1,570

1,919

2,389

2,806

3,600

5,432

7,6017,601
0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

全国のコミュニティ・スクールの数

（出典）文部科学省コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動実施状況調査
（令和元年5月1日現在）
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※�

学
校
数
の
母
数
は
今
回
調
査
に
お
い
て
教
育
委
員
会
か
ら
回
答
の

あ
っ
た
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
数
と
し
て
い
る
。

（
4
）地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
等
の
配
置
状
況

全
国
の
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
等　

2
6�，

6
1
3
人

こ
の
う
ち
教
育
委
員
会
が
委
嘱
し
て
い
る
地
域
学
校
協

働
活
動
推
進
員　

5
，1
7
5
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は

地
教
行
法
第
47
条
の
6
に
基
づ
く
学
校
運
営
協
議
会
を

設
置
し
た
学
校
の
こ
と
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
い
い

ま
す
。

学
校
運
営
協
議
会
に
は
、
主
に
次
の
三
つ
の
機
能
が
あ

り
ま
す
。

・�

校
長
が
作
成
す
る
学
校
運
営
の
基
本
方
針
を
承
認
す
る

・�

学
校
運
営
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
又
は
校
長
に
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

・�

教
職
員
の
任
用
に
関
し
て
、
教
育
委
員
会
規
則
に
定
め

る
事
項
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、
学
校
と
地
域
住
民
等
が

目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
力
を
合
わ
せ
て
学
校
運
営
に

取
り
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
る「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
」へ
の
転
換
を
図
る
た
め
の
有
効
な
仕
組
み
で
す
。

○
地
域
学
校
協
働
活
動
と
は

地
域
学
校
協
働
活
動
と
は
、
社
会
教
育
法
第
5
条
に

基
づ
き
、
地
域
住
民
等
の
参
画
を
得
て
、
地
域
全
体
で
子

供
た
ち
の
学
び
や
成
長
を
支
え
る
と
と
も
に
、「
学
校
を

核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」を
目
指
し
て
、
地
域
と
学
校
が

相
互
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
行
う
様
々
な
活
動
で
す
。
ま

た
、
地
域
学
校
協
働
本
部
は
、
幅
広
い
層
の
地
域
住
民
・

団
体
等
が
参
画
し
、
地
域
と
学
校
が
目
標
を
共
有
し
な
が

ら「
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
学
校
協
働
活
動
を
推
進
す
る
体
制
で
す
。

今
後
の
推
進
方
策
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地

域
学
校
協
働
活
動
を
更
に
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
自
治
体
へ
の
C
S
マ
イ
ス
タ
ー
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
員
）派
遣
な
ど
に
加
え
、
地

域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
体
制
構
築
事
業
の
た
め
に
必
要

な
予
算
を
確
保
す
る
な
ど
、
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。

両方を整備している学校
14.1％（4,015校）※両者の内数

地域学校協働本部を
整備している学校
50.5％（14,390校）

コミュニティ・
スクールを
導入している学校
23.7％（6,767校）

より多くの、より幅広い層の地域住民、団体等が参画し、目標を共有し、「緩やかなネットワーク」を形成

スポーツ
団体

まちづくり
土曜日・
放課後活動

学校支援

地域学校

子供の
学習支援

家庭教育
支援活動

文化団体

民間教育
事業者

研究機関

大学等

企業・経済
団体

労働関係
機関・団体

福祉関係
機関・団体

警察・
消防等

教育
NPO

地域の
青少年

社会教育
関係団体

地域の
成人

PTA 地域の
高齢者

学校教育

活動に応じて
連携・協働

※公民館等の
　活動を含む

家庭教育

社会教育

地域学校
協働活動

子供

：活動

：地域住民、団体等

地域学校協働活動の概念図
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文部科学省総合教育政策局地域学習推進課

令和元年度 「地域学校協働活動」推進に
係る文部科学大臣表彰

文部科学省では、幅広い地域住民等の参画により、
地域全体で未来を担う子供たちの成長を支え、地域を
創生する地域学校協働活動のうち、他の地域の模範
となる活動に対して文部科学大臣表彰を行っていま
す。この地域学校協働活動は、地域全体で次代を担
う子供たちを育成するために、地域と学校が連携・協
働し、地域の教育力の向上を図り、社会総掛かりでの
教育の実現を目指すことを目的としています。
今年度は、学校運営協議会、地域学校協働本部関
係団体等により実施されている合計100の活動に対す
る表彰式が、令和元年12月2日（月）に文部科学省
東館3階講堂にて行われました。
表彰式では、青山文部科学大臣政務官が受賞団体
の代表である福岡県春日市立春日小学校の福島隆幸
校長に表彰状を授与した後、「来年度より小学校から
順次、全面実施となる学習指導要領では、『社会に開
かれた教育課程』の実現を目指すこととしています。
新しい時代に必要となる資質・能力を育むためには、
社会と密接につながった学校教育の実践が不可欠で
あり、その実現のためには、コミュニティ・スクールや

地域住民等の参画により、地域全体で未来を担う子供たちの成長を支え、地域を創生する地域学校協働活動に係る
文部科学大臣表彰が行われました。

『地域学校協働活動』の取組を全国で推進することが
重要です。」と述べるとともに、各地域で子供たちのた
めに活動されている方々に対して感謝と敬意を伝えま
した。
これに対して、受賞団体を代表して岡山県早島町の
徳山順子教育長は受賞の喜びを述べるとともに、「今
後も多くの方々と連携・協働することにより、グローカ
ルな視点で子供を育てていきたい」という思いを話さ
れました。
その後、「地域と学校で目標・授業をデザインす

る」というテーマで、国立教育政策研究所志々田まな
み総括研究官がコーディネーターとなり、益田市立豊
川小学校、上越市立春日小学校の事例発表によるシ
ンポジウムが開かれ、表彰式は終了しました。

（参考）表彰対象の活動一覧
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/31/11/__
icsFiles/afieldfile/2019/11/20/1422668_003_1.pdf

受賞者代表挨拶　岡山県早島町（徳山順子教育長）表彰状授与　春日市立春日小学校（福島隆幸校長）

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/31/11/__icsFiles/afieldfile/2019/11/20/1422668_003_1.pdf
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/31/11/__icsFiles/afieldfile/2019/11/20/1422668_003_1.pdf


29文部科学広報　No.241　2019年 12月号

文部科学広報　令和元年 12月号　No.241

（発行・著作）
文部科学省大臣官房総務課広報室
〒 100–8959 東京都千代田区霞が関 3–2–2
TEL：03–5253–4111（代表）
URL：http://www.mext.go.jp/
E-mail：mextjnal@mext.go.jp

http://www.mext.go.jp/



